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Ⅰ．問題と目的
　多くの子どもがピアノや英語などいろんな

習い事を行っている。この習い事は子どもの

発達にどのような影響があるのであろうか。

本研究では、それぞれの習い事が子どもの認

知発達にどのような影響があるのかを解明し

ようとした。特に、本研究では、メタ認知と

実行機能の発達が習い事によってどのように

発達に影響があるのかを調べた研究を展望

し、それに基づいて習い事がメタ認知と実行

機能の発達にどのように影響するのかを解明

しようとした。そこで、本研究では、子ども

の習い事の実態、習い事によるメタ認知と実

行機能への影響を調べた。

習い事と子どもの発達

　子どもはどのような習い事をしているの

であろうか。成田(1998)は、大学生を対象に

子どもの頃の行った習い事について調べてい

る。その結果、子どもの頃の習い事として、

ピアノに78.3%、習字に75.6%、算盤に50.6%、

水泳に45.6%、英語に15.6%が行っていたとの

ことであった。住田・山瀬・片桐(2012)は、

幼稚園と保育所の母親を対象に、子どもの習

い事について調べている。全体の62.79％子

どもが習い事をしていた。また、間瀬・藤
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村・川上・山岡(1999)は、3歳から8歳の子ど

もを持つ母親に習い事を尋ねている。その結

果、64.9%の子どもが習い事をしていた。年

齢別では、年少児で36.2%、小学2年生で84.8%

と、年齢が上がるほど多くの子どもが習い事

を行っていた。さらに、関・川上・菅沼 (2006)

は、小学生の習い事を調べている。その結果、

小学生の48.0%が一つ以上の習い事をしてい

ることが明らかになった。男女別では、男子

(35.5%)よりも女子(61.8%)の方が習い事を行っ

ている割合が高かった。

　また、習い事の種類については、男子では

スイミングスクール、スポーツクラブ・体操

教室、スポーツチームなど運動系の習い事が

多かった。女子では、楽器、バレー、リトミッ

クなど音楽系の習い事をしている子どもが多

く、性差も認められた。萩原・山内 (2002)は、

1歳から7歳の子どもの母親に、どのような習

い事を行っているのかを質問している。その

結果、習い事の多い順は、学習塾、音楽教

室、スイミングであった。須永・萩原・星・

湯川・加藤 (1988)は、幼児の習い事について

調べている。その結果、習い事について、男

児よりも女児で多かった。女児では情操系が

多く、男児では運動系が多いことが認められ

た。土井・大庭・舟木 (1997)も、習い事を類

型別に調べている。その結果、英語教育など

「知育重視型」、ピアノ・バイオリンなど「芸

術志向型」、「運動型」が含まれていた。「知育

重視型」は11%、「芸術志向型」は35%、「運動型」

は54%であった。習い事の種類では、学習塾、

次いで英語会話、ピアノ、習字の順であった。

住田・山瀬・片桐(2012)は、幼稚園と保育所

の母親を対象に、子どもの習い事やお稽古に

ついて調べている。その結果、保育所(50.4%)

に比べ幼稚園(66.2%)の方が習い事・お稽古を

している割合が有意に高かった。利用してい

る習い事は、スイミングスクール、学習塾、

通信教育、音楽教室、体操・バレエ、英会話

の順に多く、スポーツや学習系の習い事が多

く認められた。また、芝木・谷山・藤井・南向・

笹嶋 (2010)は、保育所と幼稚園の保護者を対

象に、習い事を調べている。その結果、習い

事をしている子どもは29.9%であり、習い事

をしていない子ども69.5%よりも少なかった。

年齢別では、3・4歳児16.7%よりも5・6歳児

38.1%よりも少なかった。習い事の内容を分

析すると、身体を動かす体育会系の習い事の

みをしている子どもは54.5%、非体育会系の

習い事のみをしている子どもは30.4%、非体

育会系と体育会系の習い事の両方をしている

子どもは15.2%であった。また、久本・三笠・

金築 (2003)は、3歳から6歳の幼稚園児の習い

事を調べている。その結果、男児よりも女児

の方が習い事をする子どもは多く、年齢が高

くなるほど習い事をする子どもの割合は多く

なる。習い事の種類では、運動系の習い事の

みに行っているものは男児で多く、非運動系

の習い事のみに行っているものは女児で多

い。以上の研究から、子どもは多様な習い事

をし、男児と女児で違いがみられることを示

している。

　習い事は、年代により違いがみられるので

あろうか。成田(2013)は、1997年と2013年で

の幼児の習い事の変化を調べている。習い事

の種類の数は、2017年に比べ2013年は減少し

ている。習い事の種類では、1997年でピアノ、

習字、算盤、水泳、エレクトーン、英語、絵

画の順に多かった。2013年ではピアノ、習字、

水泳、英語、算番、体操、バレエの順に多かっ

た。このように、年代によっては習い事も異

なっているが、両年代ともピアノ、習字、水

泳を習い事としている子どもが多いことを示

している。

習い事をする理由

　子どもはなぜ習い事をするのであろうか。

子どもが親などにより受動的に習い事をさせ

ているのであろうか。それとも子どもが自主

的に習い事を行っているのであろうか。成田

(1998)は、大学生を対象に子どもの頃に習い

事を始めた理由を調べている。習い事を始め

た理由として、58.1%の子どもは自分の意志

で、46.9%の子どもはきょうだいや友達が通っ

ていたからが、45.3%の子どもは親など大人

に進められたので習い事を行っている。ま

た、関・川上・菅沼 (2006)は、小学生の習い

事の動機について調べている。習い事を始め
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た動機として、自分から進んでという割合は

32.5%で、友人・親・きょうだいなど身近な

人の勧めでという割合は59.3%であった。男

女差で見ると、男子は「親に勧められた」の

割合が48.2%と受動的な動機が多かった。他

方、女子の場合は、自発的に参加を決める割

合が多かった。さらに、片桐(2013)は、幼稚

園に通園する幼児の母親との面接調査を行っ

ている。その結果、子どもの意思を尊重しつ

つも，親側が意識的に習い事の選択をしてい

ることを示している。

　それでは、なぜ習い事をするのであろうか。

間瀬・藤村・川上・山岡(1999)は、3歳から8

歳の子どもの母親に子どもが習い事を始めた

理由を尋ねている。その結果、スイミングス

クールについては体力づくり、楽器では情操・

音感育成を理由にすることが高かった。また、

友達作りや友達と出会うことなども理由とし

てあがっていた。また、末永(2014)はピアノ

学習者の親にピアノを習わせる理由と目的を

調べている。その結果、本人がやりたいとい

うから・好きだから・音楽に向いているから

が最も多かった。次に、音楽の楽しさを知っ

てほしい・リズム感・音感をつけさせたい、

楽譜を読めるように・ピアノが弾けるように、

職業選択の幅の広がり・将来の役に立つよう

にするための順に理由が多かった。このほか、

塾については学力向上や進学のため、英語・

英会話については海外旅行や仕事の役に立つ

ためとしている。さらに、習字については時

の上達・左利きを直す・集中力を養う・姿勢

をよくするため、スイミングは体力づくり・

学校で困らないため、スポーツは体力・集中

力・団結力・友達作りのため、そろばんにつ

いては頭の回転が速くなるため、茶道は礼儀

作法のため、空手は根性を養うためであると

回答していた。須永・萩原・星・湯川・加藤 

(1988)は、幼児の習い事について調べている。

その結果、習い事に行く理由として、習い事

の効果と社会性が認められた。これらの結果

は、習い事をする理由として、習い事を通し

てスキルや知識をつける、さらに友達など社

会性を理由として考えていることが示唆され

る。これらの研究から、習い事が必ずしも親

からの意見によるものだけでなく、子ども自

身の意志から行っていることも示唆される。

また、スキルを習得するだけでなく、人間関

係を含めた情意面の促進のために習い事を進

めていることが示唆される。

習い事の効果

　習い事は子どもの発達にとってどのような

影響があるのであろうか。Prause (1976)は、

エジソンやアインシュタイン、マーキュリー

など歴史上の著名な人々の乳幼児期の早期教

育がその後の発達や知能にどのような影響を

もたらしたのかについて分析を行っている。

その結果、子どもの頃の教育がその後の発達

にとって大変有効であった事例がいくつかみ

られる。反面、子どもの頃の教育がその後の

発達にとって有効でないものもみられた。習

い事が発達にどのような影響を及ぼすのだろ

うか。

　習い事の発達への効果についての仮説のひ

とつとして、習い事は子どもの健康や発達に

望ましくない影響があると仮定する「習い

事有害仮説」である。有害仮説を示唆する研

究結果がいくつかみられる。土井・大庭・舟

木 (1997)は、登園時と下園時の尿中における

17-KS値を用いて早期教育とストレスとの関

係を調べている。習い事をしている子どもを

早期教育群、習い事をしていない子どもを非

早期教育群としてストレスを分析している。

ストレスの指標として、登園時から下園時に

かけての尿中の17-KS値の低下の変動率を調

べている。その結果、変動率は非早期教育群

に比べ早期教育群が低かった。この結果は、

早期教育群ほど、園内生活で受けるストレス

が大きいことを示唆している。また、補正値

(尿中17-KS値・mg/g・尿中Crn.値）の変動を

調べると、早期教育群では登園時から下園時

にかけて値が増加しているが、非早期教育群

では値が増加していた。また、須永・萩原・

星・湯川・加藤 (1988)は、幼児の習い事と健

康状態について調べている。その結果、習い

事と健康状態では、習い事に通っている幼児

で、頭が痛いという症状を示すものが多かっ

たということも報告されている。これらの結
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果は、「習い事有害仮説」と一致し、習い事が

子どもの発達にとって望ましくないことを示

唆している。

　他方、習い事が子どもの発達にとって望ま

しい影響があると仮定する「習い事有効仮説」

がある。大沼・藤沢 (1985)は、習い事におけ

る健康教育の機能について検討している。そ

の結果、意図的に習い事に健康教育を試みる

ことで、健康教育としての効果が見られた。

芝木・谷山・藤井・南向・笹嶋 (2010)は、保

育所と幼稚園の保護者を対象に、習い事・遊

び・メディア利用と疲労症状も関係を調べて

いる。その結果、習い事と疲労症状との関係

は見られなかったことが認められた。また、

松本・林・山口・小野寺 (2013)は、幼児を対

象に、習い事が体重及び血圧にどのような影

響を及ぼすのかを調べている。習い事を英会

話やピアノなどの座位系群、スイミングなど

運動系群、座位＋運動群、習い事無し群の4

群に分けて、体重及びBMI、収縮期血圧、拡

張期血圧を比較した。その結果、4群間で差

は見られなかった。これらの研究結果は、習

い事が必ずしも子どもの健康に有害な影響が

あるわけでないことを示唆している。

　それでは、習い事によって、子どものどの

ような点で有効であったのであろうか。萩原・

山内 (2002)は、1歳から7歳の子どもの母親に、

習い事の良い点と悪い点について質問してい

る。その結果、習ったことによる技術の習得

については、音楽教室・スイミング教室の約

80％、学習塾の約60％でポジティブな評価が

見られた。音楽教室に対して感情が豊かにな

ると評価したものは65％、学習塾に対して論

理性や思考力を高めると評価したものは30％

弱であった。また、習い事をしたことで、集

中力がつくとの評価は、各習い事で30％から

50％で見られた。これらの結果は、習い事を

することに対して、母親は何らかの有効な効

果を実感していることを示唆している。萩原 

(2003)は、専門学校の学生を対象に、子ども

の頃の習い事が現在の自分にどのような効果

や影響をもたらしたかを調べている。その結

果、自分でやりたいと思ったものは、技術の

習得や集中力がつくと評価している。技術の

習得にポジティブに評価したものは、感情が

豊かになる、健康になる、集中力がつくなど

にポジティブな評価が見られた。

　迫田・森藤 (2015)は、大学生に小学生、中

学生、高校生の頃の塾や習い事で役だったこ

とを自由記述で回答させている。塾や習い

事によって役立った内容を、実用的内容、精

神的内容、勉強法的内容に分けて分析してい

る。実用的内容には、そろばんで計算力がつ

いた、英語塾で英語力がついた、ピアノで音

楽に自信ができたなどが含まれていた。精神

的内容には、空手で集中力が高まった、ピア

ノで度胸がついた、ストレス発散ができたな

どが含まれていた。勉強法的内容には、効率

的な勉強ができた、不得意教科の勉強ができ

た、学習スタイルを確立できたなどが含まれ

ていた。その結果、実用的内容は67.61%(96名)、

精神的内容は22.54%(32名)、勉強法的内容は

9.86%(14名)であった。そして、これらの3つ

の内容は、大学での授業外の学習時間と有意

に関連していた。また、成田(1998)は、大学

生を対象に子どもの頃の習い事が、自分に

とってプラスになったなどを質問している。

その結果、93.3％の学生は習い事が自分に役

に立ったと思っている。また、母親の95.0%

が役に立ったと回答していた。

　運動面での効果について、水村・吉田 (2015)

は、幼児の運動能力に習い事および兄弟姉妹

構成が及ぼす影響について調査し、男女差を

検討している。その結果、男児では習い事を

行っている方が身長や体重は有意に大きく、

25m走、立ち幅跳び、ソフトボール投げなど

体力指標は有意に高い値を示していた。他方、

女児では、習い事を行っている方が連続飛越

のみが有意であった。

　さらに、幼少期の習い事は、幼稚園や保育

所に比べ、明白な成功・失敗体験や異質な友

人との出会いも予想される。そのことから、

梅崎・眞榮城・前川・則定・上長・田仲・酒井・

酒井 (2014)は、習い事が就学前児のコンピテ

ンスを高め、就学期への移行をスムーズにし、

社会性を育むのではないかとの仮説を立てて

いる。また、梅崎(2017)は、子どもの頃にし

た経験を通して、有能感と自己決定感が醸成
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されることが望ましいと仮定している。そし

て、これらの心理発達にポジティブな影響を

もたらす活動として習い事について調査を

行っている。その結果、幼少期に音楽系の習

い事が好きであった女子の場合、家族からの

親和的サポートがあれば、青年期になって自

己決定感が高くなった。このことから、本人

が習い事を好きなだけでなく、家族のサポー

トも重要であることが示唆されている。

　水崎 (2008)は、音楽の習い事と歌唱能力と

の関係を調べている。音楽の習い事をしてい

ることにより、正確な音程で歌うことに有効

であったことを示している。三村・伊藤・大橋・

近藤・福田・向井・神野・松田・川村 (2010) は、

小学生を対象に旋律線の正確さと音楽の習い

事の経験の有無との関係を調べている。その

結果、経験あり群が学年とともに得点が上昇

するが、経験あり群と経験なし群の得点差は

4年生でいったん縮まる。しかし、その後、5・

6年生で広がることが見られた。また、フレー

ズの開始音間の音程の正確さでは、経験あり

群が得点を伸ばしているが、経験なし群では

伸び悩んでいることが認められた。さらに、

川島・久米 (2011)は、習い事の年数、習い事

の種類とテンポ把持の正確性の検討を行って

いる。その結果、習い事の年数が長くなるこ

とで、テンポの正確性の把持が高くなること

はなかった。また、習い事の種類でテンポの

正確さに関係は認められなかった。これらの

研究結果は、習い事が子どもの意欲などには

必ずしも否定的な効果をもたらすものではな

いことが示唆される。

　池田・青柳 (2012)は、習い事と学習意欲と

の関連を調べている。その結果、習い事や遊

びでよく体を動かすことと学習意欲の関連

や、学習系の習い事と運動意欲の間に関連は

見られなかった。西垣・重藤・堀田 (2012)は、

小学生の習い事によって、情動知能に差が見

られるのかを検討している。その結果、運動

系の習い事の数と情動知能の一部と関係性は

見られた。特に、習い事が楽しいか熱心かと

いう評価と情意知能と関連が認められたこと

が明らかになった。これらの研究結果は、習

い事をすることによって、学習意欲やコンピ

テンスなど多様な側面も促進されることを示

唆している。

実行機能とメタ認知

　本研究では、これらの習い事が、実行機能

やメタ認知の発達にどのような影響があるの

かを調べたい。そこで、以下では教育や訓練

によるメタ認知と実行機能への影響について

検討した研究のいくつかを紹介したい。

　実行機能(executive function)とは、自分の課

題の目標を達成するために自分の思考と行動

を調整する認知機能である (Miyake, Friedman, 

Emerson, Witzki, Howerte & Wager, 2000)。実

行機能には、ルールを切り替える「Shifting機

能」、情報をモニタリングし更新する「Updating

機能」、優勢反応を必要に応じて抑制する

「Inhibition機能」で構成されていると仮定さ

れている。

　実行機能は、幼児期の頃に発達すると仮定

されている。たとえば、新川・桜井 (2003)は、

3歳から5歳の幼児を対象に実行機能を調べる

DCCS(Dimensional Change Card Sort)を実施し

た。その結果、3歳と4歳の間に有意傾向、3

歳と5歳の間に有意な差が見られたが、4歳と

5歳の間で有意差は見られなかった。この結

果から、3歳が実行機能の発達の節目である

ことが示唆される。この結果は、先行研究

(Frye et al.,1995; Zelazo et al.,1996)と一致する

結果である。また、浮穴・橋本・出口 (2006)

も、DCCS課題を用いて3歳から5歳の幼児の

実行機能を調べている。その結果もほぼ同じ

く、3歳から5歳にかけて実行機能の発達が見

られた。

　それでは、これら実行機能の発達は訓練や

教育によって促進できるのであろうか。五十

嵐・北村 (2018)は、自閉症スペクトラムの子

どもに、「あとだしあっちむいてほい」「旗揚げ

ゲーム」「仲間わけゲーム」など共通実行機能

に基づいたゲームを用いて介入の効果を検討

している。その結果、行動の改善や誤答率の

低下などが認められた。また、運動の発達が

実行機能の発達に関連することが示唆されて

いる。たとえば、板谷 (2017)は、健常な幼児

を対象に、運動能力と実行機能の関係を調べ
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ている。運動は、立ち幅跳び、往復走、両足

連続飛越の課題を用いた。実行機能について

は、フランカー課題の修正版を用いた。その

結果、運動機能の高い幼児は実行機能、特に

抑制機能が優れることが認められた。

　松田 (2017)は、作業学習で認知的実行機

能（Cool EF: Cool Executive Function）と情動

的実行機能（Hot EF: Hot Executive Function）

の2つの視点から指導を展開している。「認

知的実行機能（Cool EF）」とは、認知的制御

に関連する実行機能である。上述したよう

に、実行中の活動に関連する情報を円滑に

切り替える「shifting（切り替え機能）」、活動

に関連する情報を保持し操作する能力であ

る「updating（更新機能）」、現在実行してい

る活動に無関連な情報を制御する能力である

「inhibition（抑制機能）」の3つから構成されて

いる。他方、「情動的実行機能（Hot EF）」と

は、情動や動機づけが大きく関与する実行機

能である。ネガティブな情動が喚起されると

実行機能の能力低下が生じ適応が困難になる

ことが示唆されている。作業学習で実行機能

に基づいた介入は以下のように行われた。「認

知的実行機能（Cool EF）」に基づく介入では、

shifting、updating、inhibitionについて介入し

た。「Shiftingに基づく介入」では、作業時間

を半分に区切る、作業が切り替わるときの時

間を示す、作業と作業の間に作業から離れる

シールを張る活動を取り入れた。「updatingに

基づく介入」では、行程作業表を用いて作業

の流れを支援した。また、活動など一度に出

す指示を短くし、文字だけでなくイラストを

用いる工夫を行った。「inhibitionに基づく介

入」では、作業と無関係なことに注意を向け

たり、作業から逸脱するので、生徒の特性に

応じて作業に関するルールを設定した。作業

の主なルール内容は、「席に座って作業をしま

す」「作業は教室で行います」「時間までに作業

します」という内容であった。情動的実行機

能（Hot EF）に基づく介入では、内発動機づ

けや外発的動機づけを適切に活用し指導を実

施した。外発動機づけでは、進んだ作業分だ

けシールを張る活動を取り入れた。また、作

成した製品に対する評価や、作業中の様子を

称賛するなど成功体験を通して作業への動機

づけにつなげた。その結果、生徒の離席が減

少し、作業の従事時間に変化が見られた。こ

れらの研究結果は、実行機能は訓練や教育な

どの経験を通して発達すること示唆してい

る。もしもこの示唆が正しいのであれば、子

どもの頃の習い事が子どもの発達に何らかの

効果がみられることが予想される。

　次にメタ認知を見てみよう。メタ認知

（metacognition）とは、高次の認知である。

「自分の中の自分」とか「自分の認知を客観

的に認知する機能」ともいわれ、自分の思考

や行動を自分自身で客観的に認識する機能で

ある。メタ認知が十分に機能することによ

り、我々は日常生活で主体的に判断し行動で

きる。このメタ認知を最初に提唱したのは

Flavell(1976)であり、この研究以来、多くの

分野でメタ認知について研究が行われてい

る。このメタ認知は、学校教育の現場だけで

なく、学校以外の社会的場面などでも応用さ

れている(三宮, 2008など)。また、Brown（1978)

は、メタ認知は以下の５つの下位能力で構成

されていると仮定している。(1)自己の能力を

予測する能力、(2)何が今問題かを明確にする

能力。(3)問題の適切な解決法に気づき、解決

策のプランを立てる能力、(4)自分の考えが正

しいかどうかを点検・モニタリングする能力、

(5)実行結果と目標を考慮し、実行中の方略の

使用を続行・中止を判断する能力である。こ

れらの下位能力を用いることによって、日常

生活において適切で主体的に判断し行動でき

るようになる。

　それでは、このメタ認知は教育や訓練に

よって促進することは可能なのであろうか。

これまでの研究を概観すると、学校や教育場

面でこのメタ認知を育成する方法について多

く議論されている。それでは、メタ認知を育

成するのに、どのような方法があるのであろ

うか。具体的には、ジグソー法、吹き出し法、

振り返りの質問、OPPAなどの方法がある。

吉田・南(2016)は、ジグソー法を用いること

で学習者の学習を深め、視野を広げる効率的

な活動となっている。ジグソー法とは、生徒

が同じクラスの中で複数の話題を同時に学ん
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だり教えたりする方法である。このジグソー

法を用いた授業により、学習者の内容理解、

動機づけ、学習観に変化が認められた。この

結果から、ジグソー法を用いることで、メタ

認知の育成が可能であることが示唆される。

　また、メタ認知を育成する方法として、「吹

き出し法」がある。吹き出し法とは、子ども

が自分の思いや考えを意識化できるように、

ノートの吹き出しに思いや考えを書いていく

方法である（亀岡1992; 1996）。吉野・篠原・

吉田・高坂・工藤 (2003)は、大学生を対象に，

数学学習で吹き出し法を用いてメタ認知的モ

ニタリングを促進し、学習に効果があるかを

検討している。その結果、成績下位群での基

本問題、既習群の応用問題で吹き出しによる

促進効果が認められた。さらに、松本(2012) 

は、吹き出し法を体育科教育の学習でも用い

ている。吹き出しに子どもが記入した自由記

述データをカテゴリー化している。その結果、

学習が進むにつれて、子どもはより詳細な動

きの特徴を抽出し、意識できていくことが認

められた。これらの研究結果から、メタ認知

は経験や訓練によって促進が可能であること

が考えられる。

　本研究では、子ども時代の習い事が、実行

機能やメタ認知の発達にどのような効果が見

られるのかを検討した。そこで、本研究では、

大学生を調査協力者として、子どもの頃に経

験した習い事、現在の実行機能とメタ認知を

調べたい。習い事についての研究を概観した

ところ、習い事をすることによって、子ども

の学習意欲やコンピテンスなど多様な側面も

促進されることが示唆された。また、メタ認

知や実行機能の研究を概観したところ、メタ

認知は経験や訓練によって促進が可能である

ことが示唆された。これらの研究結果から、

習い事によって子どもの実行機能やメタ認知

が促進されることが予想される。なお、本研

究で調べる習い事については、「知性型」の習

い事として英語、そろばん、将棋・囲碁、書

道、「芸術型」の習い事として、ピアノ、バイ

オリン、「運動型」の習い事として、水泳、柔道・

剣道、ダンス、リトミック、野球、サッカー、

体操であった。

Ⅱ. 方法
(1) 調査協力者

　調査協力者は大学生117名であった。内訳

は、男子学生62名、女子学生55名であった。

平均年齢は、19.51歳で、年齢範囲は18歳か

ら21歳までであった。

(2) 研究計画

　本研究は、メタ認知と実行機能を従属変数、

習い事の期間と性別を独立変数として研究を

実施した。

(3) 調査手続き

　調査では、調査協力者に調査用紙を渡し、

調査の協力を依頼した。調査を依頼する際、

調査協力者に対して、本研究の目的を説明し、

調査協力者には調査を同意・拒否する権利が

あること、調査データに関して匿名でなされ、

研究者には守秘の義務があること、研究結果

を社会にフィードバックするため学会誌等に

公表することを説明し、調査参加を依頼した。

さらに、調査は匿名で個人が特定されないこ

と、成績等に影響しないこと、調査を拒否し

たい場合は調査用紙については提出する必要

がないことなどを説明した。

(4) 調査内容と調査尺度

　調査項目は、調査内容説明文、フェースシー

ト、習い事の経験、習い事の通算年数・主に

習った期間についての質問項目、メタ認知の

質問項目、実行機能の質問項目で構成されて

いた。

　説明文には、研究倫理に基づいて、研究題

目、研究の目的、研究データの使用される範

囲、守秘の義務、社会的フィードバックにつ

いて記述した。また、フェースシートでは、

調査協力者の年齢、性別、きょうだい数、出

生順序についての質問を行った。

　習い事については、13の習い事を習った「通

算年数」と「主に習った期間」を尋ねた。13

の習い事は、ピアノ、英語、水泳、そろばん、

柔道・剣道、将棋・囲碁、ダンス、リトミッ

ク、書道、野球、サッカー、体操、バイオリ

ンであった。質問項目について、（１）各習い
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事を「習ったことがあるか」と質問し、「はい」

「いいえ」の2件法で回答を求めた。（２）年

数と期間については、「通算年数」について年

数を質問した。「期間」については、「主に何

歳から何歳まで」について質問した。

　メタ認知については、阿部・井田(1977)の

作成した成人用メタ認知の測定尺度を用い

た。この尺度では、モニタリング、コントロー

ル、メタ認知的知識のそれぞれ８項目の合計

２４項目で構成されていた。たとえば、モニ

タリングでは「課題が終わった時点で､自分

の立てた目標の達成度を評価している」や「課

題や問題が解決した後､すべての選択肢を考

慮したかどうか振り返っている」などの項目

が含まれていた。コントロールでは、「理解で

きないときには、やり方を変えてみる」「自分

の理解の助けになるようテキストの構成や目

次を利用している」などの項目が含まれてい

た。メタ認知的知識については、「過去に上手

くいったやり方を試みている」「自分は何が得

意で何が不得意かをわかっている」などの項

目が含まれていた。これらの質問項目に対し

て、６つの選択肢から1つを回答させた。回

答は、「全く当てはまらない」から「大変よく

当てはまる」の6件法で答えを選択するよう

になっていた。

　実行機能については、関口・紺田・中山 

(2009)及び関口・山田(2017)による実行機能を

測定する質問紙を用いた。実行機能の質問紙

は、「メンタルセットの移行：Shifting」「情報の

更新と監視：Updating」「優勢な反応の抑制： 

Inhibition」「計画立案する能力：Planning」「自己

監視する能力： Monitoring」「注意を集中させ

る能力：Absorption」の６つの実行機能を測

定する質問項目４項目、合計２４項目で構成

されていた。回答は、「全く当てはまらない」

から「大変よく当てはまる」の6件法で答え

を選択するようになっていた。

Ⅲ. 結果
習い事について

１. 習い事を習っている割合

　Table 1は、それぞれの習い事を経験してい

る人数を、男女ごとに示したものである。メ

タ認知の分析については、２（経験）×２（男

女）×３（メタ認知）の分散分析を行った。

また、実行機能についても、２（経験）×２

（男女）×６（実行機能）の分散分析を行っ

Table 1　習い事の経験率

習い事 総経験率
　 経験あり 経験なし

　 Male Female 　 Male Female

水泳 55.86(62) 24.32(27) 31.53(35) 29.73(33) 14.41(16)

英語 36.28(41) 19.47(22) 16.81(19) 34.51(39) 29.20(33)

ピアノ 30.09(34) 9.73(11) 20.35(23) 44.25(50) 25.66(29)

書道 20.18(23) 9.65(11) 10.53(12) 43.86(50) 35.96(41)

サッカー 18.75(21) 16.07(18) 2.68(6) 36.61(41) 44.64(50)

珠算 11.40(13) 6.14(7) 5.26(5) 47.37(54) 41.23(47)

体操 9.73(11) 5.31(6) 4.42(5) 48.67(55) 41.59(47)

ダンス 8.85(10) 0.88(1) 7.96(9) 53.10(60) 38.05(43)

柔道・剣道 5.26(6) 4.39(5) 0.88(1) 49.12(56) 45.61(52)

野球 3.85(4) 3.85(4) 0(0) 46.15(48) 50.00(52)

将棋・囲碁 2.65(3) 2.65(3) 0(0) 51.33(58) 46.02(52)

リトミック 0(0) 0(0) 0(0) 54.78(63) 45.22(52)

バイオリン 0(0) 　 0(0) 0(0) 　 54.78(63) 45.22(52)

注：括弧内の数値は人数を示す。



習い事がメタ認知と実行機能の発達にどのように影響するのか

─ 61 ─

た。なお、リトミックとバイオリンの習い事

を経験したものはいなかったので、分析は行

わなかった。また、野球と柔道・剣道につい

ては、女性の習い事についての経験者は1名

以下、ダンスについては男性の経験者は１名

以下であったので、男女の要因を除いた２（経

験）×３（メタ認知）分散分析を行った。また、

同様の理由で実行機能についても、２（経験）

×６（実行機能）の分散分析を行った。

２. メタ認知と習い事の関係

(1) 水泳の経験とメタ認知について

　Table2は、水泳の経験とメタ認知の関係を

男女別に分析したものである。分散分析の結

果、メタ認知の主効果のみが有意であった(F 
(2, 214)=76.15, p <.01)。しかし、その他の主

効果と交互作用は有意でなかった。

(2) 英語学習の経験とメタ認知について

　Table3は、英語学習の経験とメタ認知の関

係を男女別に分析したものである。分散分析

の結果、メタ認知の主効果のみが有意であっ

た(F (2, 218)=238.51, p <.01)。しかし、その他

の主効果と交互作用は有意でなかった。

(3) ピアノの経験とメタ認知について

　Table4は、ピアノの経験とメタ認知の関係

を男女ごとに示したものである。分散分析

Table 2　水泳の経験とメタ認知の関係

経験
モニタリング コントロール メタ認知的知識

Male Female Male Female Male Female

あり
10.11 10.20 11.26 12.14 13.15 12.51

2.17 1.83 1.78 1.68 1.60 1.48

なし
9.97 10.06 12.00 2.30 12.70 12.56

2.26 1.85 1.58 2.30 1.82 2.03

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 3　英語学習の経験とメタ認知の関係

経験
モニタリング コントロール メタ認知的知識

Male Female Male Female Male Female

あり
7.32 7.79 11.23 11.21 12.91 12.79

1.72 1.32 1.17 2.07 1.47 1.47

なし
7.77 7.94 10.74 11.39 12.31 12.21

1.82 3.49 1.75 1.70 1.80 1.67

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 4　ピアノの経験とメタ認知の関係

経験
モニタリング コントロール メタ認知的知識

Male Female Male Female Male Female

あり
11.18 9.57 12.00 12.00 13.27 12.35

1.70 2.00 1.13 1.59 1.35 1.71

なし
9.80 10.41 11.56 12.17 12.78 12.52

2.23 1.94 　 1.80 2.09 　 1.80 1.81

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である
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の結果、メタ認知の主効果が有意であった

(F (2, 218)=54.44, p <.01)。また、10%水準での

危険率を許せば、経験×男女の交互作用も有

意な傾向であった(F (1, 109)=3.71, p <.10)。そ

の他の主効果と交互作用は有意でなかった。

Figure １は経験×男女の交互作用を図示した

ものである。そこで、経験×男女の交互作用

についてHolm検定を用いて個々の差を検定し

た。その結果、男性の場合はピアノの経験を

積むことによりメタ認知が有意に高くなるが

(F (1, 109)=7.25, p <.01)、女性の場合は有意な

差が認められなかった(F (1, 109)=1.99)。
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Figure 1　ピアノの経験と男女差

(4) 書道とメタ認知について

　Table5は、書道の経験とメタ認知の関係を

男女ごとに示したものである。分散分析の結

果、メタ認知の主効果が有意であった(F (2, 

220)=50.05, p <.01)。また、10%水準での危険

率を許せば、経験×男女の交互作用も有意な

傾向であった(F (1, 110)=3.22, p <.10)。Figure2

は経験×男女の交互作用を図示したものであ

る。そこで、経験×男女の交互作用について

Holm検定を用いて個々の差を検定した。そ

の結果、女性の場合は書道の経験を積むこ

とによりメタ認知が有意に高くなるが(F (1, 

110)=7.86, p <.01)、男性の場合は有意な差が

認められなかった(F＜1.00)。その他の主効果

と交互作用は有意でなかった。
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Figure 2　書道経験と男女差

(5) サッカーの経験とメタ認知について

　Table6は、英語学習の経験とメタ認知の関

係を男女別に分析したものである。分散分析

の結果、実行機能の主効果のみが有意であっ

た(F (2, 216)=24.18, p <.01)。しかし、その他

の主効果と交互作用は有意でなかった。

Table 5　書道の経験とメタ認知の関係

経験
モニタリング コントロール メタ認知的知識

Male Female Male Female Male Female

あり
9.82 10.67 11.55 12.75 12.45 13.08

2.08 2.05 0.89 1.92 2.06 1.66

なし
10.10 9.73 11.66 11.83 12.96 12.32

2.23 2.07 　 1.84 1.86 　 1.65 1.79

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である
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(6) 珠算の経験とメタ認知について

　Table7は、珠算の経験とメタ認知の関係

を示したものである。分散分析の結果、メ

タ認知の主効果のみが有意であった(F (2, 

220)=38.57, p <.01)。しかし、その他の主効果

と交互作用は有意でなかった。

(7) 体操の経験とメタ認知について

　Table8は、体操の経験とメタ認知の関係

を男女ごとに示したものである。分散分析

の結果、経験の主効果が有意であった(F (1, 

109)=6.32, p <.05)。この結果は、体操の経験

がある学生の方がない学生よりもメタ認知能

力の得点が有意に高いことを示している。ま

た、メタ認知の主効果も有意であった(F (2, 

218)=26.06, p <.01)。その他の主効果と交互作

用は有意でなかった。

(8) 囲碁・将棋の経験と実行機能について

　Table9は、囲碁・将棋の経験とメタ認知

の関係を示したものである。分散分析の結

果、メタ認知の主効果が有意であった(F (2, 

222)=9.76, p <.01)。しかし、その他の主効果と

交互作用は有意でなかった。

Table 6　サッカーの経験とメタ認知の関係

経験
モニタリング コントロール メタ認知的知識

Male Female Male Female Male Female

あり
9.56 11.33 11.61 12.33 13.17 13.00

2.09 1.89 1.50 2.49 1.80 1.41

なし
10.24 9.86 11.68 12.02 12.78 12.46

2.27 2.09 　 1.81 1.87 　 1.72 1.80

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 7　珠算の経験とメタ認知の関係

経験
モニタリング コントロール メタ認知的知識

Male Female Male Female Male Female

あり
8.71 10.67 11.57 11.83 13.00 12.83

2.71 2.69 1.84 3.18 2.14 2.67

なし
10.22 9.85 11.65 12.06 12.85 12.45

2.07 2.00 　 1.69 1.68 　 1.68 1.63

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 8　体操の経験とメタ認知の関係

経験
モニタリング コントロール メタ認知的知識

Male Female Male Female Male Female

あり
9.17 9.20 10.67 10.40 12.17 11.40

2.67 1.33 0.75 2.58 1.86 2.25

なし
10.15 10.06 11.75 12.19 12.95 12.60

2.13 2.16 　 1.75 1.76 　 1.71 1.71

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である
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(9) ダンスの経験とメタ認知について

　Table10は、ダンスの経験とメタ認知の

関係を示したものである。分散分析の結

果、メタ認知の主効果が有意であった(F (2, 

222)=20.50, p <.01)。しかし、その他の主効果

と交互作用は有意でなかった。

(10)柔道・剣道とメタ認知について

　Table11は、柔道・剣道の経験とメタ認知

の関係を示したものである。分散分析の結

果、メタ認知の主効果が有意であった(F (2, 

224)=30.22, p <.01)。また、10%水準での危険

率を許せば、経験×メタ認知の交互作用も

有意な傾向であった(F (2,224)=2.59, p <.10)。

Figure 3は柔道・剣道の経験とメタ認知の関

係をメタ認知の下位能力ごとに図示したもの

である。そこで、経験×メタ認知の交互作用

についてHolm検定を用いて個々の差を検定

した。その結果、モニタリングについてはピ

アノの経験を積むことによりメタ認知が有

Table 9　囲碁・将棋の経験とメタ認知の関係

モニタリング コントロール メタ認知的知識

経験あり
8.67 11.33 11.67

1.25 0.47 1.70

経験なし
10.05 11.83 12.72

2.17 1.84 1.77

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 10　ダンスの経験とメタ認知の関係

モニタリング コントロール メタ認知的知識

経験あり
10.10 11.30 12.20

1.76 1.85 1.60

経験なし
10.01 11.86 12.74

2.20 1.81 1.79

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 11　柔道・剣道の経験とメタ認知の関係

モニタリング コントロール メタ認知的知識

経験あり
8.33 11.67 13.00

2.62 1.70 1.00

経験なし
10.09 11.83 12.68

2.09 1.82 1.80

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である
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Figure 3　下位メタ認知における柔道・剣道の経験
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意に高くなる傾向があるが(F (1, 112)=3.83, p 
<.10)、コントロールとメタ認知的知識につい

ては有意な差が認められなかった(Fs<1.00)。

しかし、その他の主効果と交互作用は有意で

なかった。

(11) 野球の経験とメタ認知について

　Table12は、野球の経験とメタ認知の関係

を示したものである。分散分析の結果、メ

タ認知の主効果のみが有意であった(F (2, 

224)=31.94, p <.05)。しかし、その他の主効果

と交互作用は有意でなかった。

2. 実行機能と習い事の関係

(1) 水泳の経験と実行機能

　Table13は、水泳の経験と実行機能の関係

を男女別に分析したものである。分散分析の

結果、実行機能の主効果が有意であった(F (5, 

535)=64.00, p <.01)。また、10％の危険率を許

せば、経験×実行機能の交互作用は有意な傾

向にあった(F (5, 535)=2.18, p <.10)。Figure 4

は、経験による効果を実行機能の下位機能ご

とに図示したものである。そこで、経験×実

行機能の交互作用についてHolm検定を用いて

個々の差を検定した。その結果、Monitoring

の機能については、10％の危険率を許せば、

水泳の経験を積むことにより実行機能が有

意に高くなる傾向にあった(F (1, 107)=2.93, 

p <.10)。 し か し、Shifting(F (1, 107)=2.54)、

Updating(F <1.00)、Inhibition(F (<1,00)、

Planning(F (1, 107)=1.70)、Absorption(F (1, 

107)=1.38)では有意でなかった。なお、その

他の主効果と交互作用は有意でなかった。
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Figure 4　水泳経験と実行機能の関係

Table 12　野球の経験とメタ認知の関係

モニタリング コントロール メタ認知的知識

経験あり
10.86 12.00 13.36

2.47 2.17 1.84

経験なし
9.88 11.80 12.60

2.08 1.76 1.74

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 13　水泳の経験と実行機能の関係

経験
Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female

あり
10.37 11.03 9.41 9.26 10.37 10.57 8.93 9.20 12.44 13.23 12.52 12.40

2.18 1.87 2.36 2.23 1.83 1.29 2.19 2.58 2.01 1.64 2.28 1.92

なし
10.33 9.88 9.55 9.69 10.27 10.38 9.82 9.50 12.15 12.38 11.91 12.00

1.70 1.36 1.56 1.61 1.80 1.27 1.91 2.24 1.44 1.41 2.19 2.12

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である
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(2) 英語の経験と実行機能

　Table14は、英語の経験と実行の関係を示し

たものである。分散分析の結果、実行機能の

主効果のみが有意であった(F (5, 545)=22.21, p 

<.01)。しかし、その他の主効果と交互作用は

有意でなかった。

(3) ピアノと実行機能

　Table15は、ピアノの経験と実行機能の関係

を男女別に分析したものである。分散分析の

結果、実行機能の主効果が有意であった(F (5, 

545)=51.61, p <.01)。また、男女×実行機能

の交互作用が有意であった(F (5, 545)=3.63, p 

<.01)。Figure 5はピアノの経験における実行

機能の男女差の関係を図示したものである。

そこで、経験×実行機能の交互作用について

Holm検定を用いて個々の差を検定した。その

結果、Updatingで男女差は有意であった(F (1, 

109)=7.17, p <.01)。Shifting(F (1, 109)=2.14)、

Inhibition(F <1.00)、Planning(F (1, 109)=1.00)、

Monitoring(F (1, 109)=1.37)、Absorption(F (1, 

109)=1.03)の各機能では男女間で有意差は見

られなかった。しかし、その他の主効果と交

互作用は有意でなかった。

(4) 書道の経験と実行機能について

　Table16は、書道の経験と実行機能の関係

を男女別に分析したものである。分散分析の

結果、実行機能の主効果が有意であった(F (5, 

Table 14　英語の経験と実行機能の関係

経験
Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female

あり
10.95 11.58 　11.00 11.00 　10.95 10.79 　10.50 10.74 　11.36 11.89 　12.82 12.21

1.77 1.60 1.38 1.26 1.87 1.67 1.16 0.78 1.80 1.52 2.01 1.70

なし
11.10 10.76 10.49 11.03 10.51 10.18 10.36 11.03 11.67 12.15 11.90 12.61

1.78 1.78 　 1.36 1.60 　 2.40 1.93 　 1.23 1.11 　 1.52 1.74 　 2.02 2.20

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 15　ピアノの経験と実行機能の関係

経験
Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female

あり
11.64 10.73 　 9.82 9.91 　12.45 12.00 　10.61 9.04 　10.30 9.13 　13.35 12.17

1.23 1.81 2.04 2.50 1.83 1.95 1.76 1.88 1.57 2.52 1.63 2.32

なし
10.36 9.66 10.36 9.54 12.32 11.90 10.21 9.00 10.55 8.90 12.31 12.69

1.66 2.00 　 1.42 2.03 　 1.55 2.10 　 2.28 2.08 　 1.99 2.37 　 1.95 2.14

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である
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Figure 5　ピアノの経験と実行機能の関係
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550)=43.28, p <.01)。しかし、その他の主効果

と交互作用は有意でなかった。

(5) サッカーの経験と実行機能

　Table17は、サッカーの経験と実行機能の

関係を男女別に分析したものである。分散分

析の結果、実行機能の主効果が有意であった

(F (5, 540)=16.15, p <.01)。しかし、その他の

主効果と交互作用は有意でなかった。

(6) 珠算の経験と実行機能

　Table18は、珠算の経験と実行の関係を図

示したものである。分散分析の結果、実行機

能の主効果が有意であった(F (5, 550)=36.98, 

p <.01)。しかし、その他の主効果と交互作用

は有意でなかった。

 

(7) 体操の経験と実行機能について

　Table19は、体操の経験と実行機能の関係

を男女別に分析したものである。分散分析の

結果、実行機能の主効果が有意であった(F (5, 

545)=22.04, p <.01)。しかし、その他の主効果

と交互作用は有意でなかった。

(8) 囲碁・将棋の経験と実行機能について

　Table20は、柔道・剣道の経験と実行の

関係を図示したものである。分散分析の結

果、実行機能の主効果が有意であった(F (5, 

Table 16　書道の経験と実行機能の関係

経験
Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female

あり
9.83 9.40 　 9.17 9.20 　11.00 10.40 　 8.83 8.60 　12.17 11.60 　12.67 10.40

1.86 1.20 1.86 1.72 1.91 1.20 2.11 1.96 1.68 0.80 2.81 1.02

なし
10.40 10.87 9.49 9.62 10.24 10.38 9.49 9.40 12.27 13.02 12.09 12.40

1.91 1.82 　 1.96 2.27 　 1.77 1.59 　 2.06 2.46 　 1.72 1.76 　 2.18 2.04

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 17　サッカーの経験と実行機能の関係

経験
Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female

あり
9.83 9.40 　 9.17 9.20 　11.00 10.40 　 8.83 8.60 　12.17 11.60 　12.67 10.40

1.86 1.20 1.86 1.72 1.91 1.20 2.11 1.96 1.68 0.80 2.81 1.02

なし
10.40 10.87 9.49 9.62 10.24 10.38 9.49 9.40 12.27 13.02 12.09 12.40

1.91 1.82 　 1.96 2.27 　 1.77 1.59 　 2.06 2.46 　 1.72 1.76 　 2.18 2.04

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 18　珠算の経験と実行機能の関係

経験
Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female

あり
10.00 11.00 　 8.71 9.00 　 9.57 10.83 　 8.86 9.33 　13.00 14.00 　11.57 13.33

1.51 2.08 1.67 1.63 1.68 0.69 2.42 3.45 1.51 1.73 2.56 1.70

なし
10.39 10.68 9.56 9.64 10.41 10.34 9.50 9.21 12.17 12.72 12.22 12.04

1.96 1.76 　 1.97 2.26 　 1.79 1.61 　 2.02 2.36 　 1.72 1.67 　 2.20 2.03

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である
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Table 21　ダンスの経験と実行機能の関係

経験 Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

あり
10.30 8.70 10.10 8.90 12.50 11.30

1.42 1.62 0.94 1.87 1.12 1.79

なし
10.54 9.59 10.37 9.43 12.55 12.26

1.92 2.11 1.75 2.27 1.80 2.18

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 22　柔道・剣道の経験と実行機能の関係

経験 Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

あり
8.17 7.50 9.50 8.33 13.67 13.00

2.61 2.36 1.71 2.29 1.80 2.77

なし
10.65 9.62 10.40 9.39 12.48 12.12

1.73 2.00 1.67 2.28 1.72 2.11

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 23　野球の経験と実行機能の関係

経験 Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

あり
11.14 10.07 10.79 10.21 12.21 12.36

1.51 2.22 1.42 1.70 1.52 1.54

なし
10.43 9.43 10.29 9.21 12.59 12.14

1.90 2.05 1.71 2.33 1.77 2.23

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 19　体操の経験と実行機能の関係

経験
Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female

あり
9.83 9.40 　 9.17 9.20 　11.00 10.40 　 8.83 8.60 　12.17 11.60 　12.67 10.40

1.86 1.20 1.86 1.72 1.91 1.20 2.11 1.96 1.68 0.80 2.81 1.02

なし
9.40 10.87 9.49 9.62 10.24 10.38 9.49 9.40 12.27 13.02 12.09 12.40

1.91 1.82 　 1.96 2.27 　 1.77 1.59 　 2.06 2.46 　 1.72 1.76 　 2.18 2.04

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である

Table 20　囲碁・将棋の経験と実行機能の関係

経験 Shifting Updating Inhibition Planning Monitoring Absorption

あり
7.67 7.00 8.67 8.00 11.33 12.00

2.05 2.16 1.25 2.45 0.94 2.83

なし
10.60 9.58 10.39 9.42 12.58 12.18

1.82 2.04 1.68 2.23 1.76 2.14

※上位の値が平均値、下位のイタリックの値が標準偏差である
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555)=10.69, p <.01)。また、経験の主効果が有

意であった(F (1, 111)=5.92,  p <.05)。なお、そ

の他の主効果と交互作用は有意でなかった。

(9) ダンスの経験と実行機能について

　Table21は、柔道・剣道の経験と実行の

関係を図示したものである。分散分析の結

果、実行機能の主効果が有意であった(F (5, 

555)=22.77, p <.01)。なお、その他の主効果と

交互作用は有意でなかった。

(10) 柔道・剣道の経験と実行機能について

　Table22は、柔道・剣道の経験と実行の

関係を図示したものである。分散分析の結

果、実行機能の主効果が有意であった(F (5, 

560)=29.13, p <.01)。また、経験×実行機能の

交互作用が有意であった(F (5, 560)=29.13, p 

<.01)。Figure 6は柔道・剣道の経験と実行機

能との関係を図示したものである。そこで、

経験×実行機能の交互作用についてHolm検

定を用いて個々の差を検定した。その結果、

Shifting(F (1, 112)=10.73, p <.01)とUpdating(F 

(1, 112)=6.13, p <.015)の機能については、柔

道・剣道の経験を積むことにより実行機能

が有意に高くなることが認められた。しか

し、Inhibition(F (1, 112)=1.61)、Planning(F 

(1, 112)=1.20)、Monitoring(F (1, 112)=2.63)、

Absorption(F <1.00)の機能については有意な

差が認められなかった。なお、その他の主効

果と交互作用は有意でなかった。

(11) 野球の経験と実行機能

　Table23は、体操の経験と実行の関係を図

示したものである。分散分析の結果、実行機

能の主効果が有意であった(F (5, 560)=22.62, 

p <.01)。しかし、その他の主効果と交互作用

は有意でなかった。

Ⅳ.考察
習い事の実態

　まず、大学生が、子どもの頃に経験した習

い事はどのようなものであろうか。本研究の

結果では、水泳、英語、ピアノの順に多く、

30％以上が経験をしている。その後、書道、

サッカー、珠算の順に習い事が続き、10％以

上が習い事を経験している。さらに、体操、

ダンス、柔道・剣道、野球、将棋・囲碁が続き、

リトミックやバイオリンの習い事を経験した

大学生は今回の調査では認められなかった。

これらの結果は、学生が子どもの頃に、水泳

など運動系の習い事、英語など知性系の習い

事、ピアノなど芸術系の習い事など多様な経

験していることを示している。

メタ認知と習い事

　子どもの頃に経験したこれらの習い事は、

大学生になってメタ認知の発達にどのように

影響しているのであろうか。メタ認知と習い

事との有意な関係が認められた結果について

は以下の通りであった。

　（１）「体操」については、体操を習い事に

した者は、メタ認知能力が有意に高かった。

（２）「ピアノ」については、男女によって、

習い事の効果は異なっていた。男性の場合は

ピアノの経験を積むことによりメタ認知が有

意に高くなるが、女性の場合は有意に高くな

ることはなかった。（３）「柔道・剣道」につ

いては、メタ認知の下位能力であるモニタリ

ングがピアノの経験を積むことで有意に高く

なる傾向があるが、コントロールとメタ認知

的知識については有意な差が認められなかっ

た。さらに、（４）「書道」とメタ認知について

も、習い事の効果は男女で異なっていた。女

性の場合は書道の経験を積むことによりメタ

認知が有意に高くなるが、男性の場合は有意
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Figure 6 柔道・剣道の経験と実行機能の関係
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な差が認められなかった。

　以上の結果から、体操、ピアノ、柔道・剣

道、書道の経験を積むことが、メタ認知の発

達に何らかの影響を持つことが示唆される。

特に、これらの習い事は、練習を行うときに、

自分の行動や考えを客観的に見つめることが

多くあるように思われる。さらに、メタ認知

が自分の認知や思考を客観的に認識する能力

であることを考慮すると、これらの習い事を

行うときに、自分自身を客観的にかつ冷静に

見る経験を多くする機会があるからかもしれ

ない。これらのことは、今後さらに検討して

いく必要があるだろう。

実行機能と習い事

　子どもの頃の習い事の経験による実行機能

への影響を見てみよう。メタ認知と習い事と

の有意な関係が認められた結果については

以下の通りであった。（１）水泳の経験と実

行機能について、実行機能の下位能力の内、

Monitoringの機能については、水泳の習い事

の経験により実行機能が有意に高くなる傾向

にあった。しかし、Shifting機能、Updating機

能、Inhibition機能、Planning機能、Absorption

機能は有意でなかった。（２）柔道・剣道の

経験と実行機能の関係については、Shifting機

能とUpdating機能において、柔道・剣道の経

験により実行機能が有意に高くなることが認

められた。しかし、Inhibition機能、Planning

機能、Monitoring機能、Absorption機能につい

ては有意な差が認められなかった。（３）ピ

アノと実行機能については、男女によって習

い事の効果は異なっていた。Updating機能に

ついて有意な男女差が見られ、女性よりも男

性の方が習い事の効果は大きかった。しか

し、Shifting機能、Inhibition機能、Planning機能、

Monitoring機能、Absorption機能では、習い事

の効果に男女間で有意な差は見られなかっ

た。これらの結果は、水泳、柔道・剣道、ピ

アノの習い事が実行機能の発達に有効である

ことが示唆される。なぜそれぞれの習い事が

実行機能やメタ認知に有効であったのかにつ

いては、本研究の結果だけから明確ではない。

今後この点については検討する必要があるだ

ろう。
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